











　この研究所は 2004 年 4 月 1 日に開所され、学部では出来ない事業の受け皿として、大
学の付置研究所として作られた。食品会社の委託試験や地域の栄養士さんの交流や論文発
表の場などが目的である。大学の付置ではあったが、当初は管理栄養学部が主体となって
おり、管理栄養学部長の私が所長を併任していた。（2004 年〜 2010 年）
　以下、その間の主な活動を記す。
１　講演会







英語原著 14 編、総説 1 編、報告 5 編を掲載。
３　調査研究
「血糖低下作用を有する潅木 Nerium indicum の研究」
本学部の名取靖郎教授、辻英明教授（岡山県立大学）、Allah Nawaz Memon 教授












































いるか」について、40 年にわたる共食・孤食のご研究と実践から 1970 年代から現代にいたる
「家族との共食状況の変遷」などについて講演された。発言３として管理栄養士の上原正子先生
が、小学生調査から「学校で共食を重視した食育をどうすすめたらよいか」について述べられた。
その上で３つの “ 共食の場づくり ” 実践報告があった。すなわち、「子育てコミュニティカフェ
で（田代晴子先生）」と「高齢者たちの―なかまの家―ふれ合いサロンで（近藤京子先生）」と「子
どもたちの “ 夢を支える ” 食の共有（塚原丘美先生）」である。ことに最後の報告では管理栄養
学部 10 周年記念事業で、日進市の食育推進活動に協力することを目的として、“ つくってあげ


















































の記録によりますと、当初 2012 年 10 月に開催の









































大学教員と職員が携わり “ みんなで一緒に ” 成功さ










く、“ 気持ちを伝えるもの ” であると強く感じるこ
とができ、「共食」とは何か、自分なりの考えを見
つけられたような気がしています。



















栄養教室にも “ 共食 ” の考えを取り入れたいと思っ
ています。
の推進、実践のなかで「食の安全・安心」もひとつ
のカテゴリーになるでしょうし、家庭人や子供たち
に正しく「安全」を伝え、「安心」な食生活を続け
ていただけるような活動ができるのではないかと考
えました。この度の事業は私の視野を広げてくださ
いましたし、多くの気づきを与えてくださいました。
また、私は同時期に管理栄養学部の先生方と 10 周
年記念事業「つくってあげたいごはん」コンテスト
を企画、運営しておりましたが、当初「食育・共食」
という視点は全くもっておりませんでした。小中学
生が「食事」への興味・関心を深め、「夢」をかな
えるというコンセプトで計画したものでしたが、コ
ンテスト参加者が「食育・共食」を考え、実践する
機会になること、そして、このコンテストのアイデ
アや手法が「食育」推進につながることなどなど、
足立研究所長はじめ先生方から教えられて、非常に
びっくりした（目からウロコ）だったことを覚えて
おります。この事業についての塚原教授が紹介、発
表してくださいましたことも関係者として嬉しく、
誇りに思っております。本事業で運営委員の先生方
そして関係者の皆様と一緒に過ごした時間もとても
エキサイティングでした。皆様に感謝いたします。
ありがとうございました。
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　記念式典には映像メディア学科の学生たちを引き
連れて、記念映像制作という形で参加しました。健
康・栄養研究所の中でも、映像と栄養とが結びつき
がないようにも考えられていますので、今回少しは
お役に立てたのではないかと思います。
　しかし「美」と「栄養」というのは一見関係がな
さそうですが、これを「脳と身体」と言い換えると
とても強い関係があることがわかります。現在、味
ばかりか見た目や舌触りも食欲に関係し、食に影響
してくることがわかっています。
　今回の特集は「共食」という行為にスポットを当
てていますが、個人に特定した「食と身体」ではな
く、「共食」という状態・関係をテーマにしたこと
は、栄養素や栄養バランスといったミクロの世界か
ら、人間関係と食というマクロな世界をテーマにす
る講演会・シンポジウムになりました。
　こういった世界観を科学の視点と深い洞察のもと
にわかりやすく教えてくださるのが小泉英明先生で
あることは言うまでもありません。以前から一度お
話を伺いたいと願っておりましたので、今回は撮影
しながらもワクワクドキドキでした。
　よどみなくお話しになる人間と科学と脳の深い関
係や、ご自身が作られた光トポロジーを使っての実
証の数々が大変説得力があり、感動しました。
　またその後のシンポジウムでは発言者がさまざま
なお立場から、いろいろな共食の提案や実践を通し
た報告があり勉強になりました。
　人間を中心に置くと栄養と映像がしっかり同じ地
面から生まれていることがわかります。自分が「食」
の部外者ではなく当事者であることに気づかせてく
れた今回の講演会・シンポジウムは大変有意義で勉
強になりました。
コラボレーションの実現
